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公害の原点として鉱毒事件だけではなかった足尾銅山問題。田中正造没後 100 年に問う！

　　　　

鉱毒事件だけではなかった足尾銅山問題。
朝鮮人強制連行と戦後処理問題を明らかにする！

　「…古河鉱業足尾銅山では終戦時に足尾銅山は一方において
補償交渉を長引かせながら、他方ではＧＨＱと日本政府に働

きかけて朝鮮人労働者の即時送還を図り、朝鮮人聯盟との確

約を実質的に破棄し、やらずぶったくりの戦後処理を強行し

た企業であったということである」。…

　「朝鮮人労働者の帰国要求を逆手に取って「暴動」事件をでっ
ち上げ、米占領軍まで利用して補償抜きの即時送還を強行す
る一方、補償交渉の妥結を引き延ばす計略が、見事に功を奏
したのである」。−本文より
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田中正造没後100年に問う！
鉱毒事件だけではなかった

足尾銅山問題。
朝鮮人強制連行と戦後処理問題を

明らかにする！ 創史社
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古庄正氏は、日本が行ってきた侵略戦争と植民地支配の犠

牲者の痛みを受け止めて朝鮮人強制連行の克明な実証的研

究を行い、その上でその研究成果を日本の市民にわかりや

すく提示したのは、日本の市民が加害国の国民の責任とし

て、自己の加害行為をひたすら隠す日本の国家と企業に対

して戦後補償の実現を迫るようにならなければならない

と、彼は痛切に感じていたからである（本文より）。        
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